
市議会だより
やつしろ 令和4年

2月1日発行

66第           号

編集・文責／八代市議会広報委員会

目 次
令和３年12月定例会会期日程

11月29日㈪
12月 7日㈫

　 　  ～ 　 　

　　 9日㈭
13日㈪

14日㈫

　　15日㈬

17日㈮

本会議／開会

本会議／質疑・一般質問

令和２年７月豪雨に関する
特別委員会
経済企業委員会
文教福祉委員会
建設環境委員会
総務委員会
本会議／討論・採決

● 予算／条例制定・改正 …………   2～3

● 質疑・一般質問 …………………   4～8

● 委員長報告 ……………………… 9～10

● 採決結果 ………………………… 11

● 編集後記 ………………………… 12

1 市議会だより第66号（令和３年12月定例会）

▲各大臣、大臣政務官による坂本町の視察に国・県及び市執行部、市議会で対応しました。
　・R3.12.18　金子 恭之 総務大臣（中央）　・R3.11.27　斉藤 鉄夫 国土交通大臣（右上）
　・R3.11.29　加藤 鮎子 国土交通大臣政務官（右下）

令和3年12月定例会
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予 算予 算

条例制定・改正条例制定・改正などなど

令和３年度１２月補正予算令和３年度１２月補正予算
　一般会計　３０億１，９３０万円　一般会計　３０億１，９３０万円
　特別会計　　３，１７６万５千円　　特別会計　　３，１７６万５千円　

　12 月定例会は、令和３年 11 月 29 日から 12 月 17 日まで
開催され、条例議案６件、予算議案 12 件、決算議案 10 件、人
事議案３件、その他 15 件を審議しました。
　主な議案は、次のとおりです。

（主なものを抜粋して掲載）

（主なものを抜粋して掲載）

月定例会12
YATSUSHIROSHI

GIKAI

河川施設災害復旧事業
　５，２００万円

災害公営住宅整備事業（豪雨災害）
　７，４１７万７千円

八代市国民健康保険税条例の一
部改正について

（出産育児一時金関連）
　出産育児一時金の支給額の見直しに関する「健
康保険法施行令等の一部を改正する政令」の公布
を踏まえて発出された厚生労働省保険局長通知を
受けて、出産育児一時金の額について所要の改正
を行うもの。（令和４年１月１日施行）

◆改正内容
　産科医療補償制度の見直しによる当該制度の
掛金の引下げ（１万６千円 → １万２千円）によ
り出産育児一時金の加算の額を同額に引き下げ
ることに伴い、当該引き下げる出産育児一時金の
加算の額と出産育児一時金の額の支給総額につい
て、現行の42万円を維持するため、出産育児一
時金の額を引き上げる改正（40万４千円 → 40
万８千円）を行う。

財産の取得について
　予定価格2,000万円以上の動産の買入れに係る契約
の締結について、八代市有財産の取得又は処分に関す
る条例第２条の規定により議会の議決を求めるもの。
◆取得する財産：八代市小・中・支援学校ＩＣＴ機器

類（タブレット端末類、モニター類、無線機（アク
セスポイント））

◆取得予定価格：7,844万5,400円
◆相手方：株式会社レイメイ藤井八代営業所

人権擁護委員候補者の推薦について
　人権擁護委員（任期３年）のうち、３人が令和４年
３月31日に任期満了となることから、法務大臣に委員
候補者を推薦することについて人権擁護委員法第６条
第３項の規定により議会の意見を求めるもの。

・山内　郁子 氏（再任）
・山中　美紀代 氏（再任）
・小薮　裕子 氏（再任）

　令和3年8月11日から8月18日にかけての大
雨により被災した東陽地区の座連川、及び泉
地区の栗木川の災害復旧工事に係る経費を補
正するもの。
◆座連川災害復旧工事：2,200万円
◆栗木川災害復旧工事：3,000万円

　住宅の自力再建が難しいと考える被災者のための、
災害公営住宅建設に伴う、用地取得費及び測量・設計
委託に係る経費を補正するもの。
◆不動産鑑定評価手数料：19万8千円　（合志野地区）
◆基本実施設計・測量委託：5,800万円 

（中津道・藤本・合志野地区）
◆用地取得費：1,597万9千円　　　　　（合志野地区）

可決可決

可決可決
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新型コロナウイルスワクチン
接種事業　 2億１，３０３万３千円

林道施設災害復旧事業（豪雨災害） 	
１億４，５００万円

新型コロナウイルス感染症対策事業（安心なまちやつしろ推進）
１億３，１００万円

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業　１９億３，３０２万６千円  

　新型コロナウイルスワクチンの追加接種（3回目）
を実施するために必要な経費を補正するもの 。　
◆対象者：2回目接種後から8カ月以上経過した者 
◆個別接種費用： 1億854万4千円 
◆集団接種費用：　6,793万8千円 
◆システム改修委託：161万5千円
　※マイナンバー制度・情報連携に係るシステム  
　　改修
◆共通経費：3,493万6千円
　※被接種者送迎業務委託費の500万円は補助対
　　象外

　令和2年7月豪雨で被災した林道施設の詳細設計
により、林道坂本山江線等3路線の工法や残土運
搬の変更等が判明したため、不足分の災害復旧経
費を補正するもの。 　
◆災害復旧工事費
 （決算見込額）	 6億989万7千円
 （当初予算額）	 4億6,489万7千円
 （不　足　額）	 1億4,500万円

　国の新たな経済対策において、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯を支援する取り
組みの一つとして、18歳までの子どもを養育する者に対して、給付金を支給するために必要な経費を補
正するもの。
◆支給額：対象の子ども1人当たり一括10万円
◆支給対象者：以下の支給対象の子どもを養育する者
　①令和3年9月分の児童手当の支給対象児童
　②令和3年9月30日時点で高校生世代の子ども
　・平成15年4月2日～平成18年4月1日生まれ
　・保護者の所得が児童手当支給対象となる金額と同等未満の者
　③令和3年10月から令和4年3月31日までに出生した児童手当の支給対象児童

【補正額の内訳】
◆事業費：302万6千円
　・通信運搬費（郵便料）：184万9千円
　・口座振込手数料：117万7千円
◆給付費：19億3,000万円
　・支給対象の子ども：19,300名

　市内飲食店等における、安心な飲食店等の環境づくりを推進するため、熊本県感染防止対策認証店（申
請中の店舗含む）に対して、本市独自の更なる予防対策支援を行うもの。
◆補助額：1億3,100万円（支援金1億2,000万円、事務費1,100万円）
◆実施主体：安心なまちづくりプロジェクト（事務局：八代商工会議所） 
◆対象店舗：市内の飲食店等約670店舗　※熊本県感染防止対策認証店（申請中の店舗を含む） 　
◆申請期間：令和4年1月上旬～令和4年2月末
◆支援金額：下記表のとおり

令和元年分の売上高 1,000 万円未満 1,000 万円以上
3,000 万円未満 3,000 万円以上

支援金額 14 万円 28 万円 70 万円
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質

一

疑

般 質 問

　議案に対する質疑と市政の各般にわた
る一般質問は、令和３年 12 月７日から
の３日間、12 人が通告・登壇し、幅広
い活発な議論が展開されました。
　主な質問のあらましと答弁の要旨は、
次のとおりです。

令和３年１２月定例会　質疑・一般質問一覧（通告順）
大倉 裕一　議員
（改革市民の会）

１ 原油価格高騰による影響の認識及び支援策について
２ 黄化葉巻病の現状に対する認識及び対策強化について
３ 米価の低迷に対する認識及び支援策について
４ 中期財政計画の見直し及び当初予算編成方針について

堀口 　晃　議員
（保守系無所属）

１ 新庁舎建設について
２ 本市の景気回復及び経済対策について

堀　  徹男　議員
（誠実）

１ 本市における観光資源の整備について
２ くまモンポート八代の現状及び活用について
３ ふるさと納税について

木村 博幸　議員
（自由民主党 和）

１ 八代・天草シーライン早期着工の推進について
２ スマートシティやつしろの推進について
３ 本市における国際化の取組について
４ ＳＤＧｓの理念に沿った地方創生の推進について
５ やつしろ物流拠点構想を見据えた八代港の利活用について

山本 敬晃　議員
（改革市民の会）

１ 本市独自の子育て支援策について
２ ＩＣＴ教育日本一に向けた本市の教育現場への支援について
３ 本市の疾病予防事業及び健康保持増進事業について
４ 都市計画道路西片西宮線整備事業について
５ 中学生議会の取組について

野﨑 伸也　議員
（改革市民の会）

１ 本市の避難所の充実度について
２ 大鼠蔵島の樹木伐採について
３ 防災拠点である新庁舎が市民に提供する機能について
４ 副市長が目指す八代市について
５ 職員派遣・人事交流制度について
６ 県北に集中する企業誘致に対する市長の考えについて

橋本 隆一　議員
（公明党）

１ 八代市障がい者サポーター制度について
２ 八代市成年後見支援センターの取組について
３ 小中学校等における畳表の活用について
４ 八代市厚生会館の現状及び課題について

橋本徳一郎 議員
（日本共産党）

１ 令和２年７月豪雨災害に係る復興まちづくり計画及び球磨川流域
    治水対策について
２ 八代市厚生会館の在り方及び利活用について
３ 小中学校等の施設及び設備の整備計画について

中山諭扶哉　議員
（保守系無所属）

１ 日奈久地域の水道インフラについて
２ 本市における観光振興について
３ 日奈久港の整備及び活用について
４ コミュニティセンターの運営方針について
５ ＧＩＧＡスクール構想について

谷口 　徹　議員
（改革市民の会）

１ 本市における捕獲された有害鳥獣のジビエとしての利活用について
２ 八代っ子クラブについて

谷川 　登　議員
（自由民主党 絆）

１ 稼げる林業・スマート林業施策の推進について
２ 辺地総合整備計画について
３ ふれあいセンターいずみの道の駅認定に向けた取組状況について

古嶋 津義　議員
（自由民主党 和）

１ ふるさと納税について
２ 本市における空き家対策の現状について
３ 鳥類による冬場の農作物被害防止対策について
４ 県営事業津口・芝口地区における排水機場の整備について
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◆
黄
化
葉
巻
病
の
現
状
に
対
す
る
認
識
及
び
対
策

強
化
に
つ
い
て

　問　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
う
ち
、
ト
マ

ト
生
産
に
お
い
て
、
生
産
量
を
高
め
る
た
め
の
重
油
代

の
高
騰
、
農
薬
等
資
材
の
高
騰
、
さ
ら
に
は
ト
マ
ト
価

格
の
低
迷
と
ト
マ
ト
生
産
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め

て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
ト

マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の
発
生
で
生
産
者
が
肩
を
落
と
し
て

お
ら
れ
る
。
本
年
は
、
本
市
に
お
け
る
黄
化
葉
巻
病
の

発
生
が
多
い
と
感
じ
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
、

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の
発
症
予
防
に
対
す
る
資
材
購
入

の
補
助
の
考
え
並
び
に
、
発
症
防
止
対
策
の
考
え
方
を

伺
う
。

答　

農
林
水
産
部
長

　

本
市
に
お
け
る
黄
化
葉
巻
病
の
発
生
は
高
い
傾
向

に
あ
り
、
関
係
機
関
と
調
査
し
た
結
果
で
は
、
発
生

株
率
が
五
十
％
を
超
え
る
圃
場
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
苗
の
植
え
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
生
産
者
も

お
ら
れ
、
被
害
は
深
刻
な
状
態
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
被
害
対
策
の
代
表
的
な
資
材
と
し
て
は
、
防

虫
ネ
ッ
ト
や
黄
色
粘
着
板
等
が
あ
り
、
防
虫
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

黄
色
粘
着
板
に
対
す
る
支
援
を
望
む
声
が
あ
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
と
な
っ
た
根
本
的
な
課
題
の
解
決
策
を
関
係

機
関
等
と
検
討
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
取
組
に
対
し

て
積
極
的
に
支
援
を
行
う
。

◆
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問　

令
和
四
年
二
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
新

庁
舎
は
、
令
和
元
年
十
一
月
の
工
事
着
工
か
ら
丸
二

年
が
経
過
し
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
平
成
二
十
八
年
の
「
八
代
市
新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
」
で
は
総
事
業
費
は
百
十
二
億
円
、
延
床
面
積

が
一
万
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
市
民

の
皆
様
か
ら
の
御
意
見
を
十
分
踏
ま
え
、
執
行
部
で

検
討
し
た
結
果
の
こ
と
と
記
憶
し
て
い
る
。
現
在
総

事
業
費
は
百
七
十
一
億
三
千
万
円
、
延
床
面
積
は

二
万
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
総
事
業
費
と
共
に
膨

れ
上
が
っ
た
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

答　

建
設
部
長

　
基
本
構
想
で
掲
げ
た
お
お
よ
そ
の
規
模
を
基
本
と

し
、
基
本
設
計
を
進
め
た
が
、
市
民
窓
口
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
で
い
た
だ
い
た
御
意
見
を
も
と
に
、
防

災
機
能
な
ど
を
さ
ら
に
充
実
し
、
市
民
の
皆
様
が

求
め
る
機
能
を
十
分
に
確
保
で
き
る
よ
う
基
本
設

計
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
規

模
を
増
床
し
、
事
業
費
約
百
六
十
二
億
八
千
万
円

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
、
令
和
元
年
九
月
に
、
八
代
市
新
庁
舎
建

設
工
事
の
契
約
を
締
結
し
、
工
事
に
着
工
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
令
和
三
年
三
月
議
会
に
お
い
て
、

総
事
業
費
百
七
十
一
億
三
千
万
円
と
報
告
し
た
が
、

そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
か
か
る
経
費
な
ど
と
説
明
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

◆
本
市
に
お
け
る
観
光
資
源
の
整
備
に
つ
い
て

問　

日
本
製
紙
八
代
工
場
様
の
壁
に
描
か
れ
た
妙

見
祭
の
壁
画
看
板
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
劣
化

が
進
ん
で
お
り
、
重
ね
て
こ
こ
数
カ
月
で
あ
っ
と

い
う
間
に
真
っ
黒
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
を
代
表

す
る
伝
統
行
事
で
あ
り
、
ま
た
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
の
宣
伝
媒
体
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
乗

降
客
数
は
年
々
減
少
す
る
も
の
の
、
や
は
り
八
代

駅
は
八
代
の
玄
関
口
で
あ
り
、
ま
た
看
板
を
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
イ
メ
ー
ジ
も
悪
く

な
り
申
し
訳
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
補
修
な
ど
現

在
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

経
済
文
化
交
流
部
長

　

こ
の
壁
画
は
、
当
時
の
八
代
市
妙
見
祭
活
性
化
協

議
会
が
事
業
主
体
と
な
り
、
協
力
団
体
の
日
本
製
紙

株
式
会
社
様
と
八
代
市
が
連
携
し
て
事
業
着
手
し
、

平
成
二
十
四
年
十
月
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
八
年
頃
か
ら
赤
く
変
色
し
た

状
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
日
本
製
紙
様
や
八
代
市
、

及
び
制
作
会
社
な
ど
と
現
地
調
査
を
行
い
、
原
因
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

令
和
三
年
に
入
り
経
年
劣
化
が
急
激
に
進
行
し
全

体
が
黒
く
変
色
し
た
状
態
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
看

板
設
置
当
時
に
交
わ
し
た
覚
書
に
よ
り
、
現
在
の
八

代
市
伝
統
文
化
活
性
化
協
議
会
と
日
本
製
紙
株
式
会

社
様
、
八
代
市
の
三
者
で
対
応
の
協
議
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

答

答

答

問

問

問

堀　 徹男

大倉　裕一

堀口　晃

動画配信

動画配信

動画配信
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野﨑　伸也

◆
本
市
に
お
け
る
国
際
化
の
取
組
に
つ
い
て

問　

近
年
、
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
外
国
人
観
光
客

の
増
加
や
農
業
・
工
業
の
産
業
分
野
に
お
け
る
技

能
実
習
生
の
増
加
な
ど
、
八
代
地
域
で
多
く
の
外

国
人
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

広
報
や
つ
し
ろ
十
二
月
号
に
「
世
界
と
つ
な
が
る

ま
ち
を
目
指
し
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
五
ペ
ー

ジ
に
わ
た
り
多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い
て
、
特
集

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
私
も
ま
さ
に
取
り
組
む
こ

と
だ
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
在
留
外
国
人
の
方
と

の
共
生
を
中
心
に
八
代
を
取
り
巻
く
国
際
化
の
現

状
と
課
題
、
及
び
そ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
長
公
室
長

　

十
一
月
末
時
点
で
二
千
五
百
六
人
の
外
国
人
市

民
が
居
住
し
て
お
り
、
十
年
前
に
比
べ
約
三
倍
の
増

加
。
日
本
人
市
民
と
外
国
人
市
民
が
互
い
の
文
化
や

習
慣
を
理
解
し
、
共
に
生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
解
決
に
向
け
、

生
活
情
報
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ご
み
分
別
表
の
多
言
語

化
、
市
庁
舎
へ
の
多
言
語
通
訳
シ
ス
テ
ム
導
入
等
の

取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

令
和
三
年
七
月
に
は
市
民
や
企
業
、
民
間
団
体
等

で
構
成
す
る
「
や
つ
し
ろ
国
際
協
会
」
を
設
立
し
、

日
本
語
教
室
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
日
本
人
市
民
と
外
国
人
市
民
が
共
に

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
本
市
独
自
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

　問　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本

市
で
は
様
々
な
独
自
の
子
育
て
支
援
策
を
行
っ
て

い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
第
二
期
八
代
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

一
・
七
二
で
あ
る
が
、
市
民
の
希
望
出
生
率
は
一
・

八
八
で
あ
り
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
上
回
っ
て
い

る
。
子
ど
も
の
数
を
増
や
す
た
め
に
必
要
な
取
組

を
聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
既
婚
者
の
女
性
は

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
最
も
求
め
て
い
る
。
市
長

は
、
九
月
定
例
会
で
「
出
産
祝
い
金
制
度
」
を
創

設
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
概
要
を
伺
う
。

答　

市
長

　
出
産
祝
い
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
九
月
定
例

会
の
所
信
表
明
で
申
し
上
げ
た
基
本
政
策
の
「
未
来
を

創
る
五
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
一
つ
で
あ
る
「
次
代
を
担

う
子
供
の
育
成
と
安
心
な
暮
ら
し
の
創
生
」
を
進
め
る

た
め
の
具
体
策
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
お
子
様
の

誕
生
を
祝
福
し
、
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
八
代
で
子
ど
も
を
生
み

育
て
た
い
方
を
増
や
す
こ
と
で
、
移
住
や
定
住
が
促
進

さ
れ
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
こ
の
制
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
示
し
た
い
。

◆
大
鼠
蔵
島
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て

　問　

金
剛
校
区
の
方
か
ら
、
大
鼠
蔵
山
の
樹
木
が

鬱
蒼
と
茂
り
、
住
居
の
屋
根
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て

く
る
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
「
自
分
で
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

言
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
住
民
の
方
か
ら
は
、

津
波
や
豪
雨
の
際
、
大
鼠
蔵
山
は
高
台
で
も
あ
り

避
難
し
た
い
場
所
だ
が
、
樹
木
が
茂
り
す
ぎ
て
登
っ

て
も
い
け
な
い
と
の
御
意
見
を
伺
っ
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず
大
鼠
蔵
山
は
避
難
場
所
な
の
か
ど
う
か
、
ま

た
覆
い
茂
っ
た
樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
、
な
ぜ
本

市
が
対
応
で
き
な
い
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

経
済
文
化
交
流
部
長

　
大
鼠
蔵
古
墳
群
が
所
在
す
る
大
鼠
蔵
山
は
、
本
市
の

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
鼠
蔵
山

に
は
四
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
の
古
墳
時
代
の
八

代
の
様
子
を
知
る
上
で
重
要
な
古
墳
が
点
在
し
て
お

り
、
大
鼠
蔵
山
一
帯
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
熊
本
県
指

定
史
跡
「
大
鼠
蔵
古
墳
群
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
大
鼠
蔵
山
は
個
人
所
有
で
あ
り
、
樹
木
を
伐
採
す
る

場
合
は
、
文
化
財
の
所
有
者
に
よ
り
熊
本
県
文
化
財
保

護
条
例
等
に
基
づ
く
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
文
化
財
の
環
境
整
備
の
た
め
樹
木
等
を
伐
採
す
る
場

合
は
、
市
の
文
化
財
保
存
整
備
費
補
助
金
を
活
用
で
き

る
の
で
、
所
有
者
に
対
し
て
熊
本
県
指
定
史
跡
の
適
切

な
維
持
管
理
を
促
し
た
い
。

答

答

答

問

問

問

山本　敬晃

木村　博幸

動画配信

動画配信

動画配信
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橋本　隆一

橋本 徳一郎

中山 諭扶哉

◆
八
代
市
厚
生
会
館
の
現
状
及
び
課
題
に
つ
い
て

　問　

令
和
三
年
四
月
二
十
八
日
付
の
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
広
報
や
つ
し
ろ
五
月
号
に
八
代
市
厚

生
会
館
は
、
老
朽
化
や
劣
化
が
進
ん
で
い
る
な
ど

の
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
ホ
ー
ル
と
し
て

も
再
開
は
し
な
い
と
の
主
旨
の
掲
載
が
な
さ
れ
た
。

本
会
館
を
利
用
し
て
き
た
各
種
団
体
や
市
民
の
方

か
ら
ホ
ー
ル
機
能
の
停
止
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と
の
お
尋
ね
が
多
く

あ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
八
代
市
厚
生
会
館
の
現
状

及
び
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答　

経
済
文
化
交
流
部
長

　

厚
生
会
館
は
、
で
ん
で
ん
館
建
設
工
事
期
間
を
利

用
し
必
要
な
改
修
を
行
い
再
開
予
定
で
あ
っ
た
が
、

改
修
を
検
討
す
る
中
で
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

建
物
寿
命
を
考
慮
し
た
上
で
今
後
の
方
針
を
検
討
す

る
た
め
、
改
修
費
用
を
明
ら
か
に
す
べ
く
劣
化
度
調

査
を
実
施
し
た
。

　

さ
ら
に
、
文
化
ホ
ー
ル
等
あ
り
方
検
討
会
を
設
置

し
、
各
ホ
ー
ル
の
役
割
や
将
来
的
な
方
向
性
な
ど
を

示
し
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
ま
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
等
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、

ホ
ー
ル
機
能
の
停
止
を
含
む
今
後
の
方
針
を
決
定
し

た
。

　

今
後
は
、
ホ
ー
ル
機
能
停
止
に
対
す
る
市
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
市
民
が
集
え
る
施
設
と
し
て
の
利

活
用
を
考
え
て
い
く
。

◆
八
代
市
厚
生
会
館
の
在
り
方
及
び
利
活
用
に
つ

い
て

　問　

文
化
ホ
ー
ル
等
あ
り
方
検
討
会
の
報
告
は
、

従
前
の
公
共
施
設
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
従
っ
た
結
論
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。
当
該
施
設

は
、
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
建
物
と

環
境
形
成
の
記
録
調
査
及
び
保
存
の
た
め
の
国
際

組
織
ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
に
記
録
保
存
に
値
す
る

建
築
物
と
認
定
さ
れ
た
。
後
世
の
た
め
の
保
存
及

び
優
れ
た
建
築
思
想
や
音
響
設
計
等
の
学
術
的
価

値
を
生
か
し
た
利
活
用
を
求
め
る
。
当
該
報
告
で

は
古
い
施
設
は
利
活
用
し
な
い
と
読
め
る
が
、
こ

の
結
論
に
至
っ
た
経
緯
及
び
今
後
の
運
用
に
つ
い

て
問
う
。

答　

経
済
文
化
交
流
部
長

　
厚
生
会
館
は
、
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
る
様
々
な
問

題
が
指
摘
さ
れ
、
劣
化
度
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
多

額
の
改
修
費
用
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
文
化
ホ
ー
ル
等
あ
り
方
検
討
会
よ
り
「
今
後
も
市

民
が
集
え
る
施
設
と
し
て
の
利
活
用
を
期
待
す
る
も
の

の
、
様
々
な
課
題
が
残
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
を

行
い
方
針
を
示
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
報
告
が
あ
り
、
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
、「
ホ
ー
ル
（
劇
場
）
と
し
て
は

再
開
し
な
い
が
、
大
規
模
改
修
を
必
要
と
し
な
い
ス
ペ

ー
ス
の
活
用
可
能
性
・
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。」

等
の
方
針
を
決
定
し
た
。
今
後
、
ホ
ー
ル
部
分
以
外
に

つ
い
て
、
市
民
が
集
え
る
施
設
と
し
て
の
利
活
用
を
検

討
す
る
。

◆
日
奈
久
地
域
の
水
道
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

　問　

平
成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
後
、
当
該
地
域

の
上
水
道
は
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
と
考
え

る
。
以
前
、
配
水
池
の
耐
震
診
断
調
査
を
行
う
と

報
告
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
診
断
結
果
を
伺
う
。
ま
た
、

そ
の
結
果
、
耐
震
性
が
低
い
と
さ
れ
た
場
合
、
断

水
や
漏
水
が
予
想
さ
れ
、
市
民
生
活
に
甚
大
な
被

害
、
影
響
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
上
水
道
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ

う
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

水
道
局
長

　

平
成
二
十
九
年
度
に
市
内
三
か
所
の
配
水
池
に
つ

い
て
耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
日
奈
久
配
水
池
は

耐
震
性
が
低
く
補
強
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

結
果
で
あ
っ
た
た
め
、
日
奈
久
配
水
池
を
最
優
先
に

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。

　

現
在
の
配
水
池
設
置
箇
所
は
急
傾
斜
危
険
箇
所
に

あ
り
、
敷
地
も
狭
隘
で
補
強
工
事
を
行
う
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
稼
働
か
ら
五
十
三

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
配
水
池
を

設
置
す
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
、
現
在
候

補
地
の
選
定
や
各
種
調
査
を
進
め
て
い
る
。
建
設
用

地
が
決
ま
り
次
第
、
新
た
な
配
水
池
設
置
に
向
け
た

実
施
設
計
等
を
行
い
、
令
和
七
年
度
ま
で
の
竣
工
を

目
指
し
て
い
る
。

答

答

答

問

問

問

動画配信

動画配信

動画配信
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◆
八
代
っ
子
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　問　

平
成
三
十
一
年
度
に
小
学
校
の
部
活
動
は
社

会
体
育
へ
と
完
全
移
行
。
指
導
者
の
確
保
な
ど
地

域
に
お
け
る
支
援
が
課
題
で
、
条
例
制
定
に
よ
る

総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
も
必
要
だ
と
考
え

る
。
現
在
、
八
代
っ
子
ク
ラ
ブ
と
し
て
児
童
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育

委
員
会
に
お
け
る
、
同
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
や
八
代
っ

子
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
中
学
校
の
部
活
動
が
社
会
体
育
へ
と
移
行

し
て
い
な
い
理
由
と
、
そ
の
指
導
体
制
等
に
つ
い

て
問
う
。

答　

教
育
部
長

　
八
代
っ
子
ク
ラ
ブ
で
使
用
す
る
各
小
学
校
の
体
育
施

設
等
は
、
社
会
体
育
移
行
後
も
、
優
先
的
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
、
使
用
料
に
つ
い
て
も
減
免
措
置
を
行
っ

て
い
る
。

　
連
絡
協
議
会
に
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
も
担
当
者
が

参
加
し
、
情
報
の
提
供
を
随
時
行
う
な
ど
、
お
互
い
に

情
報
の
共
有
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導

要
領
に
「
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
、
教
育
課
程
と
の

連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
」
と
明
記
さ

れ
て
お
り
、
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。
指
導
は
教
職
員
が
担
当
し
学
校
に
よ
っ
て
は
、
各

学
校
長
が
外
部
指
導
者
を
委
嘱
し
、
教
職
員
と
共
に
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の
道
の
駅
認
定
に

向
け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て

　問　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
は
、
平
成
九
年

四
月
に
設
置
さ
れ
、
農
産
加
工
物
の
販
売
や
四
季

折
々
の
旬
な
食
材
を
使
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
加

え
、
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
有
し
た

観
光
物
産
施
設
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
振
興
や

地
域
の
活
性
化
に
大
変
寄
与
し
て
お
り
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
施
設
の
道
の
駅
認
定

に
当
た
っ
て
は
、
施
設
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
令

和
三
年
度
当
初
予
算
に
、
道
の
駅
認
定
に
向
け
た

基
本
設
計
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

道
の
駅
認
定
に
向
け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

経
済
文
化
交
流
部
長

　
八
代
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
は
、
道
の
駅
登

録
に
向
け
た
調
査
研
究
を
平
成
三
十
年
度
か
ら
開
始
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
六
月
に
熊
本
県

と
の
協
議
を
開
始
し
、
九
月
に
は
国
と
の
協
議
も
実
施

し
て
、
整
備
要
件
の
ほ
か
登
録
に
必
要
な
条
件
等
に
つ

い
て
も
確
認
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
三
年
十
一
月

に
基
本
設
計
の
発
注
を
終
え
、
駐
車
場
等
の
数
量
算
定

作
業
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
目
標
と
し
て
は
、

令
和
四
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
な
が
ら
登
録
申
請
の

準
備
を
進
め
、
令
和
五
年
度
に
必
要
な
改
修
工
事
を
行

う
と
と
も
に
国
へ
登
録
申
請
書
を
提
出
し
、
令
和
六
年

度
の
開
駅
を
目
指
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

◆
県
営
事
業
津
口
・
芝
口
地
区
に
お
け
る
排
水
機

場
の
整
備
に
つ
い
て

　問　

令
和
三
年
度
に
新
規
採
択
さ
れ
、
同
年
か
ら

排
水
機
場
の
実
施
設
計
に
入
っ
た
。
総
事
業
費
が

約
五
十
六
億
四
千
万
円
。
そ
の
内
容
は
、
ま
ず
、

芝
口
排
水
機
場
が
新
設
さ
れ
、
排
水
能
力
毎
秒

十
八
・
三
ト
ン
。
次
に
、
三
番
割
排
水
機
場
は
、
既

設
機
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
、
建
屋
を
再
利
用

し
、
ポ
ン
プ
施
設
等
を
更
新
、
排
水
能
力
は
、
毎

秒
八
ト
ン
。
あ
わ
せ
て
地
区
内
水
路
、
三
番
割
排

水
路
な
ど
幹
線
・
支
線
の
排
水
路
整
備
は
、
整
備

延
長
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
伺
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
全
体
の
整
備
計
画
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

農
林
水
産
部
長

　
本
地
域
は
、
低
平
干
拓
地
で
、
湛
水
被
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
三
年
度
に
、
県
営
水
利
施
設

等
保
全
高
度
化
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

　
毎
秒
約
十
八
ト
ン
の
排
水
能
力
を
持
つ
、
芝
口
排
水

機
場
の
新
設
や
既
存
の
三
番
割
排
水
機
場
の
更
新
等
を

行
う
計
画
で
あ
る
。
令
和
三
年
度
に
、
芝
口
排
水
機
場

の
測
量
設
計
等
を
行
い
、
令
和
五
年
度
よ
り
、
土
木
工

事
に
着
手
し
、
令
和
九
年
度
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
令
和
八
年
度
よ
り
、
三
番
割
排
水
機
場
に
着

手
し
、
令
和
十
二
年
度
に
は
、
全
て
の
整
備
が
完
了
す

る
計
画
で
あ
る
。
事
業
完
了
ま
で
、
三
番
割
排
水
機
場

の
延
命
に
努
め
、
湛
水
被
害
の
防
止
や
、
国
・
県
に
予

算
の
確
保
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

答

答

答

問

問

問

谷川　　登

古嶋　津義

谷口　徹

動画配信

動画配信

動画配信
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・
議
案
第
百
四
十
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
五
十
八
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
九
号
（
関
係
分
）

の
四
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
百
四
十
五
号
・
八
代
高
等
職
業
訓
練
校
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
四
十
六
号
・
八
代
市
が
ら
っ
ぱ
広
場
、
八
代
市

こ
い
こ
い
広
場
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
四
十
七
号
・
八
代
市
日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
、

東
湯
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
四
十
八
号
・
八
代
市
産
地
形
成
促
進
施
設
東

陽
交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
、
八
代
市
農
林
産
物

等
直
売
施
設 

「
菜
摘
館
」
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
百
四
十
九
号
・
八
代
市
総
合
体
育
館
、
八
代
市

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、 

八
代
市
弓
道
場
、
八
代
市
球
技
場
、

八
代
市
民
プ
ー
ル
、
八
代
市
民
球
場
、
八
代
市
立
武
道

館
、
八
代
市
相
撲
場
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て　
　

の
五
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
一
件
及
び
事
件
一
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
百
三
十
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
百
五
十
九
号
・
八
代
市
坂
本
支
所
庁
舎
等
解
体

工
事
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
四
件
及
び
事
件
五
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
百
三
十
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
百
三
十
九
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

　　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
六
件
、
条
例
案
三
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
百
三
十
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
百
三
十
三
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
三
十
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
三
十
五
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
三
十
八
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
五
十
五
号
・
八
代
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
五
十
六
号
・
八
代
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
五
十
七
号
・
八
代
市
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
五
十
八
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
九
号
（
関
係
分
）

の
九
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
百
四
十
四
号
・
八
代
市
泉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

八
代
市
泉
憩
い
の
家
、
八
代
市
五
家
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
八
代
市
柿
迫
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
に
係
る

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る

特
別
委
員
会

委
員
長
報
告

経
済
企
業
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会
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・
議
案
第
百
五
十
一
号
・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
三
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
百
三
十
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
百
三
十
七
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
五
十
二
号
・
八
代
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
議
案
第
百
五
十
八
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
九
号
（
関
係
分
）

の
四
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、

・
議
案
第
百
四
十
二
号
・
八
代
市
新
庁
舎
建
設
工
事
に
係

る
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
四
十
三
号
・
八
代
市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
施
設
等
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
六
十
号
・
八
代
市
小
・
中
・
支
援
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
類
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
、
モ
ニ
タ
ー
類
、
無

線
機
（
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
）
）
に
係
る
財
産
の
取
得

に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
四
件
、
条
例
案
二
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
百
三
十
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
百
三
十
六
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
四
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
五
十
三
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
五
十
四
号
・
八
代
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
五
十
八
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
九
号
（
関
係
分
）

の
六
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、

・
議
案
第
百
五
十
号
・
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

意
見
書

◎令和３年12月議会において、意見書３件が提出され、原案のとおり可決
されました。

◆原油等価格高騰対策に関する意見書
◆マイナンバーカードの普及とマイナンバーの利活用の促進等を
　求める意見書
◆国土強靭化対策の予算の確保を求める意見書

建
設
環
境
委
員
会

総
務
委
員
会
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議案番号 議　　　　　案　　　　　名

議案第 144 号
指定管理者の指定について（八代市泉地域福祉セン
ター、八代市泉憩いの家、八代市五家荘デイサービス
センター、八代市柿迫生きがいセンター）

議案第 145 号 指定管理者の指定について（八代高等職業訓練校）

議案第 146 号 指定管理者の指定について（八代市がらっぱ広場、八
代市こいこい広場）

議案第 147 号 指定管理者の指定について（八代市日奈久温泉セン
ター、東湯）

議案第 148 号
指定管理者の指定について（八代市産地形成促進施設
東陽交流センター「せせらぎ」、八代市農林産物等直売
施設「菜摘館」）

議案第 149 号
指定管理者の指定について（八代市総合体育館、八代
市テニスコート、八代市弓道場、八代市球技場、八代
市民プール、八代市民球場、八代市立武道館、八代市
相撲場）

議案第 150 号 市道路線の廃止について

議案第 151 号 市道路線の認定について

議案第 152 号 八代市行政手続等における情報通信の技術の利用に関
する条例の一部改正について

議案第 153 号 八代市手数料条例の一部改正について

議案第 154 号 八代市下水道条例の一部改正について

議案第 155 号 八代市国民健康保険条例の一部改正について

議案第 156 号 八代市国民健康保険税条例の一部改正について

議案第 157 号 八代市教育サポートセンター条例の一部改正について

議案第 158 号 令和３年度八代市一般会計補正予算・第９号

議案第 159 号 契約の締結について（八代市坂本支所庁舎等解体工事）

議案第 160 号
財産の取得について（八代市小・中・支援学校ＩＣＴ
機器類（タブレット端末機、モニター類、無線機（ア
クセスポイント））

議案第 161 号 令和３年度八代市一般会計補正予算・第１０号

議案第 162 号 人権擁護委員候補者の推薦について

議案第 163 号 人権擁護委員候補者の推薦について

議案第 164 号 人権擁護委員候補者の推薦について

発議案第 7 号 原油等価格高騰対策に関する意見書案

令和３年12月定例会採決結果
〔全会一致で可決した議案〕

議案番号 議　　　　　案　　　　　名

議案第 117 号 令和２年度八代市一般会計歳入歳出決算

議案第 118 号 令和２年度八代市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

議案第 119 号 令和２年度八代市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

議案第 120 号 令和２年度八代市介護保険特別会計歳入歳出決算

議案第 121 号 令和２年度八代市農業集落排水処理施設事業特別会計
歳入歳出決算

議案第 122 号 令和２年度八代市浄化槽市町村整備推進事業特別会計
歳入歳出決算

議案第 123 号 令和２年度八代市ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳
出決算

議案第 124 号 令和２年度八代市診療所特別会計歳入歳出決算

議案第 125 号 令和２年度八代市久連子財産区特別会計歳入歳出決算

議案第 126 号 令和２年度八代市椎原財産区特別会計歳入歳出決算

議案第 132 号 令和３年度八代市一般会計補正予算・第８号

議案第 133 号 令和３年度八代市国民健康保険特別会計補正予算・第１号

議案第 134 号 令和３年度八代市後期高齢者医療特別会計補正予算・第１号

議案第 135 号 令和３年度八代市介護保険特別会計補正予算・第１号

議案第 136 号 令和３年度八代市農業集落排水処理施設事業特別会計
補正予算・第１号

議案第 137 号 令和３年度八代市ケーブルテレビ事業特別会計補正予
算・第１号

議案第 138 号 令和３年度八代市診療所特別会計補正予算・第１号

議案第 139 号 令和３年度八代市水道事業会計補正予算・第１号

議案第 140 号 令和３年度八代市簡易水道事業会計補正予算・第１号

議案第 141 号 令和３年度八代市下水道事業会計補正予算・第１号

議案第 142 号 契約の変更について（八代市新庁舎建設工事）

議案第 143 号 指定管理者の指定について（八代市有線テレビジョン
放送施設等）

議案番号 議　　案　　名

成
松
由
紀
夫

村
川
　
清
則

田
方
芳
信

増
田
　
一
喜

橋
本
　
貴
喜

友
枝
　
和
也

百

田
　

隆

上
村
　
哲
三

木
村
　
博
幸

前
川
　
祥
子

橋
本
　
幸
一

金
子
　
昌
平

髙
山
　
正
夫

古
嶋
　
津
義

北
園
　
武
広

谷

川
　

登

中
村
　
和
美

堀
　

徹

男

橋
本
　
隆
一

太
田
　
広
則

橋
本
徳
一
郎

中
山
諭
扶
哉

堀

口
　

晃

山
本
　
幸
廣

山
本
　
敬
晃

谷

口
　

徹

野
﨑
　
伸
也

大
倉
　
裕
一

発議案第 8 号 マイナンバーカードの普及とマイナン
バーの利活用の促進等を求める意見書案 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

発議案第 9 号 国土強靭化対策の予算の確保を求め
る意見書案 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○＝賛成　×＝反対　－＝議長及び欠席者　除＝除斥（規定により採決に加われない）　※成松 由紀夫議員は議長のため採決には加わっておりません

〔賛成多数により可決した議案〕
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編
集
後
記

◎本紙に関する御意見・御要望はこちらまで　☞TEL 32-5984・FAX 33-4440
市役所ホームページアドレス　http://www.city.yatsushiro.lg.jp/

視聴をご希望の方は、
市議会のホームページ
http://www.city.yatsushiro.lg.
jp/gikai/default.html　内の
「インターネット議会中継」

及び

「中継ライブラリ」を
ご覧ください。

　また、本紙面から、各議員の
顔写真の下にある２次元コード
（QR コード）をスマートフォン
やタブレット端末で読み取る
と、その議員の質疑･一般質問
の動画を簡単に見ることができ
ます。

※視聴にかかるデータ通信料等は、ご本
人の負担となります。
※録画映像の配信内容は、八代市議会の
公式記録ではありません。
※市議会の日程等についても、市議会の
ホームページで確認できます。

　令和３年 11 月８日及び 12 日の２日間、
全議員を対象としたタブレット端末研修会を
開催しました。
　研修会では、各議員に１台ずつタブレット
端末を配付。タブレット端末の基本的な使い
方から議案書等資料の閲覧方法、さらには、諸
連絡等で使用するメールの受信や送信の方法
に至るまで、実機を使用したシュミレーショ
ンを行い、参加した各議員は、質問等を交えな
がら熱心に受講しました。
　八代市議会では、議会運営におけるペー
パーレス化及び効率化を目的に、令和３年 12
月定例会よりタブレット端末を導入した議会
運営を行っています。今後もタブレット端末
を活用したＩＣＴ化を進め、DX時代を見据え
た「スマート市議会」を目指してまいります。

　

新
年
を
迎
え
、
早
い

も
の
で
一
カ
月
が
過
ぎ
、
立
春

を
迎
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た

が
、
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
お
身
体
に
は
十
分
御
留
意

下
さ
い
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
十
一
月
よ

り
工
事
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
新

庁
舎
も
、
今
月
の
完
成
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
庁
舎
で
の

業
務
開
始
を
二
月
十
四
日
（
予

定
日
）
か
ら
と
し
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
職
員
一
同

と
共
に
、
新
庁
舎
で
市
民
の
皆

様
方
を
、
笑
顔
で
お
迎
え
で
き

る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
二
○
二
二
年
が

市
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

八
代
市
議
会
広
報
委
員
会

本会議・常任委員会
LIVE中継（生中継）
本会議・常任委員会
LIVE中継（生中継）

▲研修会の様子（鏡支所３階大会議室）

市議会に
タブレット端末導入！！


